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あとがき 

 本年は例年よりやや暖かい冬を迎えようとしておりますが、ここに消化と吸収17 巻1 号をお届け致し

ます。 

 本号は第25回日本消化吸収学会（会長：新潟大学第3内科 朝倉 均教授）における講演のうち、特

別講演、シンポジウム（8 題）、ワークショップ（12題）を掲載しております。 

 特別講演においては東京女子医科大学の森 治樹教授のこれまで研究されてまいりました講演論文

であり、我々にとっても薬剤の薬効はある程度知っていても、吸収動態との関連を知る機会は少なく、非

常に益するところの大きいものと思っております。 

 シンポジウムに関しては、消化吸収の分野においても、最近特に興味のある炎症性腸疾患治療にお

ける消化吸収の最新の内容となっており、今後の炎症性腸疾患治療においても大いに役立つ内容とな

っている。 

 またワークショップにおいては、消化吸収の分野においても分子生物学的研究がなされるようになり、

その最先端の研究の詳細がここに掲載されており、このように本号は多くの興味ある充実した内容とな

っており、特に本棚のいちばん目立つ所においてほしいと思っております。 

（A・I） 

 


